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この連載は、人それぞれが「大切にしている言葉」を、経営者のみならず

さまざまな立場の方から、エピソードを交えてご紹介いただくものです。

代表取締役社長　山中　泰満 氏
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京都府向日市鶏冠井町十相 30-5
金属の表面処理、テクノフォス
1964（昭和 39）年 3月
4,950 万円
51 名
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私が大切にしている言葉は、韓非子の「物は宜しき所あり、材は
施す所あり」です。韓非子は現実を重んじた思想家ですが、この言
葉には「すべてのものには最も適した場所があり、人や技術にはそ
れぞれ生かされる場がある」という普遍の真理が込められています。
私はこの教えを、経営や技術のあり方を考える上での指針として
います。当社の事業は、機能性表面処理の受託加工です。製品ごと
に求められる性能や条件は異なり、同じ技術でも最適な処理条件は
一つとして同じではありません。
素材や用途に応じて「最もふさわしい方法」を見極め、技術を的
確に施すことが品質を支える根幹です。
この姿勢は、人材育成にも通じます。社員一人ひとりの得意分野
や感性を理解し、その力が最も発揮される場を整えることで、技術
力も組織力も高まっていくと感じています。また、適材適所の精神
はお客様との関係づくりにも表れます。お客様が抱える課題を正確
に理解し、最適な技術提案を行うことで、信頼と満足を積み重ねて
きました。変化の激しい時代においても、「適材適所」「最適加工」の
理念を忘れず、技術と人の可能性を最大限に活かす企業でありたい。
この言葉は、私にとって経営の原点であり、社会に貢献するため
の普遍の信念です。

シンボルマークや社名の書体（これらを総称して
ロゴマーク）には、会社のビジョンや経営理念な
どさまざまな想いが詰まっています。そうした各
社各様のロゴマークをご紹介します。 

本　　社 ： 三重県伊賀市ゆめが丘 7-7-3

創　　業 ： 1976（昭和 51）年 11 月

資 本 金 ： 4,550 万円

従業員数 ： 107 名 （2025 年 9 月末現在）　 

会社概要

エステートケミカル 株式会社

Ｑ1. 事業内容をご紹介ください
化粧品及び医薬部外品などの研究開発、製造を行う OEM・
ODM メーカーです。美容室向けのプロ仕様製品から、一般
消費者向けのスキンケア、ヘアケア製品まで幅広く展開し、
高品質と付加価値を追求する製品づくりで多様なニーズに
応えています。

Ｑ2. ロゴマークに込めた思いをお聞かせください
「6つの星が集まり、関わる全ての人々の喜びを創造する」と
いう意味を込めています。星を右上に配置し「お客様の期待
を超える」想いを表現。ロゴ文字には髪のウェーブをイメー
ジしたデザインを採用し、ヘアケアメーカーとしての特徴
を示しています。

Ｑ3. 貴社の強み、アピールポイントをお聞かせください
自社ブランドを持たず、お客様の製品づくりに専念してい
るOEM・ODMメーカーです。研究開発力と品質管理を強
みに、小ロットから大ロットまで柔軟に対応。グループ会
社で設備の設計・製造を行い生産効率を高めています。
2024 年の新社屋移転により生産能力を従来の倍近くに拡
大しました。

企業サイトにリンクします

エステートケミカル 株式会社

企業理念

会社は社員のために、社員はお客様のために

「喜びの創造」 自分も喜び 相手も喜ぶ。
自分も成長し 相手も成長する。
自分も栄え 相手も栄える。

ESTATE 財産 【美しさという資産】

CHEMICAL 化学的な 【化学の力】

≪社名の由来≫
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